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　最近の業績の動向を踏まえ、平成19年5月8日に公表しました平成20年3月期（平成19年4月1日
～平成20年3月31日）の中間期及び通期の決算の見通しにつきまして、下記のとおり修正しまし
たのでお知らせいたします。

記

［１］平成20年3月期 中間業績予想の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日）
（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 営業利益 経常利益 当期純利益

1,030 25 15 1 13 5 0 
1,030 13 6 11  △ 1 5  △ 15  △ 

0 12  △ 9  △ 12  △ 12  △   10  △ 15  △ 
0.0)( 48.0)(△ 60.0)(△ (     -) 92.3)(△ (     -) (     -)

958 37 32 11 15 9 5 

［２］平成20年3月期 通期業績予想の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）
（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 営業利益 経常利益 当期純利益

2,120 75 55 15 35 20 5 
2,120 58 41 2  △ 19 6 14  △ 

0 17  △ 14  △ 17  △ 16  △   14  △ 19  △ 
0.0)(    22.7)(△ 25.5)(△ (     -) 45.7)(△ 70.0)(△ (     -)

1,972 63 51 13 19 5 △0 

［３］修正の理由
　　鉄スクラップを始めとする鉄鋼原料の価格が大幅に上昇したこと、ならびに、前回の予想では
　「決算短信」（平成19年５月８日に公表）で記載しておりました通り、税制改正に伴う固定資産
　の減価償却方法の変更による損益影響を織り込んでおりませんでしたが、今中間期より織り込ん
　だこと（約５億円／上期）によります。
　　なお、通期につきましては下期の不確定要素が未だ多いことから、前回の下期予想に減価償却
　方法の変更による影響の約５億円／下期のみを勘案しております。

※　上記の見通しは本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が
　内在しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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